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人文科学研究所
※北門を入ってすぐ右側

京都大学人文科学研究所では、

来たる2010年7月3日（土）、恒例

の夏期公開講座を開催いたします。

今回は特にテーマを設けませんで

したが、結果として、「日本の近代」

を考えさせる主題がおのずと並び

ました。勝海舟の父の自伝、明治

末の南方渡航のガイドブック、そ

して中島敦の名作と、江戸時代後

期から昭和にかけて書かれた、そ

れぞれに興味深い書物をご紹介し

ます。初夏の午後、人文研の講演

会にぜひお運びいただき、知的な

ひとときをお過ごし下さい。

冨谷　 至　 とみや・いたる 

京都大学人文科学研究所 教授
専　　門：中国古代・中世史
著書編著：『ゴビに生きた男たち』（白帝社、1994）、『古代中国

の刑罰』（中公新書、1995）、『韓非子』（中公新書、
2003）、『教科書では読めない中国史』（小学館、
2006）、『木簡竹簡の語る古代中国』（岩波書店、
2003）　ほか

籠谷 直人　 かごたに・なおと

京都大学人文科学研究所 教授
専　　門：日本経済史
著書編著：『アジア国際通商秩序と近代日本』（名古屋大学出版

会、2000）、『帝国の中のアジア・ネットワーク』（世
界思想社、2009）　ほか

永田 知之　 ながた・ともゆき

京都大学人文科学研究所 助教
専　　門：中国古典文学
著書編著：『工具書について：漢籍の整理』（京都大学人文科学

研究所附属東アジア人文情報学研究センター、
2009）、「摘句と品第：皎然『詩式』の構造」（『東方学
報』京都82、2008）　ほか

◎ 夏 期 公 開 講 座
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いま読んだらこんなに面白い（5）

プロフィール

●アスニー・ゴールデンエイジアカデミー
「京都学派の巨人たち」
〈講師〉 大浦康介、菊池暁、礪波護、藤田正勝
〈日時〉 2010年 9月3、10、17、24日（いずれも金曜日）
 10：00 ～ 11：30
〈会場〉 京都市生涯学習総合センター

次回予告

●連続セミナー
「現代中国―そのイメージ」
〈講師〉 石川禎浩、中村史子、韓燕麗、小野寺史郎
〈日時〉 2010年 9月30日、10月7、14、21日（いずれも木曜日）
 18：00～19：30
〈会場〉 人文研本館1F、セミナー室1


